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ま
ち
の
活
力
と
発
展
が
持
続
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
良
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
山
口
市
長
は
、
６
月
に
開
催
さ
れ

た
第
２
回
定
例
市
議
会
に
お
い
て
１
年
間
の
市
政
の
執
行
方
針
を
述
べ
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
の
特
集
は
、「
市
民
協
働
に
よ
り
、
住
み
良
い
、
発
展
が
つ
づ
く
都

市
づ
く
り
」、「
み
ん
な
で
生
き
生
き　

活
力
創
造
都
市　

ち
と
せ
」
を
市

政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
掲
げ
る
、
市
政
執
行
方
針
と
予
算
の
あ
ら
ま
し
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

千
歳
市
に
は
、
大
正
15
年
、
村

民
総
出
で
無
償
の
汗
を
流
し
、
着

陸
場
（
現
千
歳
飛
行
場
）
を
つ

く
り
上
げ
た
と
い
う
、
一
致
団
結

の
精
神
が
ま
ち
づ
く
り
の
根
底

に
脈
々
と
流
れ
て
お
り
、
今
日

の
発
展
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
、
支
笏
湖
地
区
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大

雨
災
害
で
も
、
ま
ち
を
挙
げ
て

の
復
旧
支
援
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
、「
事
に
あ
た
っ
て
一
致
団
結

す
る
」
と
い
う
、
先
人
か
ら
引

き
継
い
で
き
た
精
神
が
表
れ
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
協
働
と
は
、
言
い
換
え

れ
ば
郷
土
愛
の
発は

つ
ろ露
で
あ
り
、

こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
真
に
実
感
で
き
る
の
は
、
市

民
や
隣
人
と
と
も
に
参
加
・
連

帯
す
る
機
会
な
ど
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
郷
土
愛
を
感
じ
ら

れ
る
と
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な

ど
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
、
行
政
が
主
体

と
な
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
福

祉
の
充
実
な
ど
を
図
る
こ
と
は

無
論
で
す
が
、
あ
わ
せ
て
、
市

民
と
行
政
が
共
に
市
民
協
働
に

よ
る
郷
土
愛
を
醸

じ
ょ
う
せ
い成
し
な
が
ら

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
を
「
市
民
協
働
に
よ

り
、
住
み
良
い
、
発
展
が
つ
づ

く
都
市
づ
く
り
」
と
掲
げ
、
今

後
も
市
民
一
人
ひ
と
り
が
真
に

夢
を
持
ち
、
そ
の
夢
が
実
現
で

き
る
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

市
政
運
営
の

基
本
姿
勢

重
点
施
策

 

市
民
協
働
に
よ
り
、

 

住
み
良
い
、
発
展
が

 

つ
づ
く
都
市
づ
く
り

み
ん
な
で
生
き
生
き

活
力
創
造
都
市
ち
と
せ

　

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
取
り

組
み
方
向
を
示
す
「
千
歳
市
第

６
期
総
合
計
画
」
は
、
平
成
23

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

中
間
年
を
迎
え
る
本
年
度
に
内

容
を
見
直
し
ま
す
。

　

平
成
32
年
度
の
将
来
人
口
を

９
万
５
千
人
か
ら
９
万
７
千
人

に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
ま
ち

の
勢
い
や
潜
在
力
を
市
の
内
外

に
印
象
付
け
、
さ
ら
な
る
発
展

の
好
循
環
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
活
力
と
発
展
が
持
続

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
良

さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
「
第
６

期
総
合
計
画
」
の
着
実
な
推
進

を
図
り
、
将
来
都
市
像
「
み
ん

な
で
生
き
生
き　

活
力
創
造
都

市　

ち
と
せ
」
の
実
現
に
ま
い

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
３
つ
の
活
力
と
３
つ
の
安

心
」
を
柱
と
し
て
、
60
項
目
の

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

第
１
に
、「
経
済
・
雇
用
」

で
す
。
定
住
促
進
や
企
業
誘
致

の
推
進
を
は
じ
め
、
本
市
の
資

源
を
生
か
し
た
観
光
振
興
や
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
な
ど
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

第
２
に
、「
市
民
協
働
・
地

域
活
動
」
で
す
。
市
民
協
働
の

仕
組
み
を
見
直
し
、
市
民
参
加

の
場
の
拡
充
や
市
民
活
動
が
充

実
す
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
改
修
や
町
内
会
館

の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

　

第
３
に
、「
医
療
・
福
祉
」で
す
。

市
民
が
健
康
で
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
医
療
体
制
の
充
実

や
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
の

整
備
に
よ
る
救
急
医
療
体
制
の

充
実
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

安
全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
地
域
福
祉
の
充
実
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

第
４
に
、「
子
育
て
・
教
育
」

で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生

き
と
学
び
、
健
や
か
に
成
長
し
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
策

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
安
全
・
安
心
で
快
適
な
学

校
施
設
の
充
実
や
新
た
な
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

第
５
に
、「
環
境
・
防
災
」

で
す
。
千
歳
川
上
流
部
の
水
質

を
保
全
す
る
た
め
、
支
笏
湖
温

泉
地
区
公
共
下
水
道
を
千
歳
処

理
区
に
統
合
す
る
事
業
を
進
め

る
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
、
災
害
か
ら
市
民
生
活
を

守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
基
盤
整
備
を
進
め
ま
す
。

み
ん
な
で
夢
実
現

※道の駅サーモンパーク千歳のイメージ図です。
（平成 27 年８月８日オープン）
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平
成
27
年
度　

市
政
執
行
方
針
と
予
算

特集
　　域経済の活性化

　経済政策により景気回復の兆し
が見られますが、地域経済は依然
として厳しいところがあります。
　このことから、就労支援の推進や
企業誘致により雇用を創出し、本市
が持つ観光資源やスポーツ施設など
を活用して、地域の活性化や交流人
口の拡大を図り、まちの成長・発展
につながる取り組みを進めます。

　　住促進

　人口は、まちの勢いを測るもの
であり、市は、移住・定住促進プ
ロジェクトに基づいて施策を進め
ています。本年度に策定する地方
創生の千歳市版総合戦略等とあわ
せ、さらに定住人口の増加と交流
人口の拡大につながるよう効果的
な施策を総合的に推進します。

　　千歳空港 24 時間 
　　運用枠拡大の対応

　新千歳空港の 24 時間運用枠の
拡大については、「発着回数の増
加による騒音の加重に伴った必要
な対策が講じられること」を前提
として、地域の方々の意見を丁寧
にお聴きしながら、基本合意に向
けた課題解決に積極的に取り組み
ます。

　　衛隊の体制強化

　平成 28 年に予定されている「現
中期防衛力整備計画」の見直しに
備え、「千歳市における自衛隊の体
制強化を求める期成会」や「北海
道自衛隊駐屯地等連絡協議会」と
連携を図り、自衛隊と共存共栄す
るまちづくりを進めます。

　　続可能な行財政運営

　財政運営のあるべき姿を定めた「千
歳市財政標準化計画」に基づき、強固
で持続可能な財政基盤の確立に努めま
す。また、「千歳市公共施設等総合管
理計画」の策定を進め、公共施設等の
更新 ･統廃合 ･長寿命化などを計画的
に行い最適な配置を目指すとともに ､
財政負担の軽減 ･平準化を図り、効果
的で効率的な行財政運営に取り組みま
す。

持

地

新

定

自

優先的に取り組む
課 題 へ の 対 応

　

毎
年
、
１
年
間
の
目
標
を
漢

字
１
字
に
込
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
の「
一
年
一
字
」は「
伸
」

と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
発
展
を
遂
げ
て
き

た
「
ま
ち
の
勢
い
」
を
止
め
る

こ
と
な
く
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
こ

れ
か
ら
も
伸
展
す
る
「『
伸
』
び

ゆ
く
」
１
年
に
し
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。　
　

　

新
た
な
魅
力
づ
く
り
に
よ

り
、
ま
ち
の
価
値
を
さ
ら
に
高

め
、
９
万
５
千
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、「
夢
実
現
」
を
目

指
し
、
全
力
で
ま
い
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。



【
教
育
】
▼
教
育
委
員
会
と
の

協
議
・
調
整
の
場
と
し
て
設
置

し
た
、
千
歳
市
総
合
教
育
会
議

と
教
育
委
員
会
と
の
連
携
に
よ

る
教
育
施
策
の
推
進

【
学
力
向
上
】
▼
小
学
校
に
配

置
し
て
い
る
学
習
支
援
員
の
増

員
に
よ
る
習
熟
度
別
少
人
数
指

導
の
充
実
▼
全
小
学
校
へ
の

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
に
よ

る
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実

【
い
じ
め
問
題
】
▼
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

【
学
校
環
境
の
整
備
】
▼
屋
内

運
動
場
の
非
構
造
部
材
の
耐
震

化
や
放
送
設
備
の
更
新
、
校
舎

の
大
規
模
改
修
の
計
画
的
推
進

【
教
職
員
住
宅
】
▼
管
理
職
住

宅
１
校
１
戸
の
整
備
▼
新
た
な

一
般
教
職
員
住
宅
の
整
備
検
討

【
特
別
支
援
教
育
】
▼
特
別
支

援
教
育
支
援
員
の
増
員

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】
▼
新

た
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

の
検
討

【
生
涯
学
習
】
▼
本
市
の
自
然

や
生
活
環
境
、
地
域
の
教
育
資

源
な
ど
を
生
か
し
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
機
会
の
充
実

【
文
化
財
】
▼
国
指
定
史
跡
キ

ウ
ス
周
堤
墓
群
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
▼

見
学
者
の
利
便
性
を
図
る
整
備

予算の内訳

 一般会計　　　　375 億 7,676 万 3 千円

 　　　　　　　 (364 億   987 万 8 千円 )

 特別会計　　　　157 億 4,984 万円

 　　　　　　　 (147 億 9,941 万 6 千円 )

 　国民健康保険　 99 億 2,643 万 2 千円

 　土地取得事業　      2,482 万 8 千円

 　公設地方卸売市場事業　4,002 万 1 千円

 　霊園事業　　　　　　9,815 万 6 千円

 　介護保険　　　 47 億  827 万 1 千円

 　後期高齢者医療　9億 5,213 万 2 千円

 公営企業会計　　148 億 7,334 万 3 千円

 　　　　　　　 (163 億 4,130 万 5 千円 )

 　水道事業　　　 32 億 2,006 万 6 千円

 　下水道事業　　 49 億  848 万 3 千円

 　病院事業　　　 67 億 4,479 万 4 千円

 　　合　計　　　681 億 9,994 万 6 千円

 　　　　　　　 (675 億 5,059 万 9 千円 )

　一般会計の歳入内訳

 一般財源　　　　248 億 2,397 万円

 　　　　　　　 (244 億 8,538 万 3 千円 )

 特定財源　　　　127 億 5,279 万 3 千円

 　　　　　　　 (119 億 2,449 万 5 千円 )

 合　　計　　　　375 億 7,676 万 3 千円

 　　　　　　　 (364 億   987 万 8 千円 )

※一般財源は ､市税など市が使い道を自由

　に決められるお金です。

※特定財源は ､国や北海道の支出金など ､

　使い道が決められているお金です。

※ ( 　　)は ､平成 26 年度の金額です。

【
救
急
医
療
体
制
】
▼
平
成
29

年
度
の
休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ

ー
の
開
設
を
目
指
し
、
整
備
事

業
の
着
手
と
医
師
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進

【
高
齢
者
福
祉
】
▼
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
▼
新
た

な
介
護
予
防･

日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
の
実
施
準
備
▼
千
歳
市

き
ず
な
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
創
設

【
障
が
い
者
福
祉
】
▼
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生
活
支
援

事
業
の
充
実
▼
障
が
い
の
あ
る

方
の
就
労
支
援
と
雇
用
機
会
の

拡
大
▼
関
係
機
関
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

【
児
童
福
祉
】
▼
多
様
な
子
育

て
支
援
策
の
充
実
▼
転
入
親
子

ウ
エ
ル
カ
ム
交
流
ツ
ア
ー
の
実

施
▼
子
育
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
の
開
催
▼
全
て
の
所
得
階
層

の
保
育
料
の
負
担
軽
減
▼
多
子

世
帯
に
対
す
る
保
育
料
の
減
免

▼
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

配
置
▼
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
10
か
所
に
拡
大
▼
北
陽

小
学
校
区
に
学
童
ク
ラ
ブ
を
新

設
▼
障
が
い
の
あ
る
乳
幼
児
へ

の
訪
問
療
育
支
援
▼
専
門
職
員

の
巡
回
に
よ
る
、
障
が
い
の
早

期
発
見
・
対
応
な
ど
を
行
う
「
こ

ど
も
相
談
」
の
実
施

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
】
▼

再
編
交
付
金
の
活
用
に
よ
る
、

町
内
会
館
改
修
事
業
、
町
内
会

等
備
品
整
備
事
業
の
継
続
▼
北

桜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

改
修
▼
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
や
結

婚
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

▼
市
有
地
売
却
媒
介
制
度
な
ど

の
導
入
に
よ
る
泉
沢
向
陽
台
住

宅
地
の
分
譲
促
進

【
地
域
福
祉
】
▼
市
民
主
体
の
地

域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
促
進
▼
経
済
的
な
困

こ
ん
き
ゅ
う窮

な
ど
の
課
題
を
抱
え
た
市
民
へ

の
相
談
支
援
▼
ち
と
せ
学
習
チ

ャ
レ
ン
ジ
塾
の
開
設
に
よ
る
生

活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
学
習

支
援
▼
生
活
困
窮
者
の
暖
房
費

の
一
部
を
助
成
す
る
「
あ
っ
た

か
灯
油
事
業
」
の
実
施

【
保
健
予
防
対
策
】
▼
次
期
千

歳
市
健
康
増
進
計
画
の
策
定
に

よ
る
、
市
民
の
こ
こ
ろ
と
身
体

の
健
康
増
進
を
総
合
的
に
推
進

▼
講
演
会
、
う
つ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
事
業
の
実
施
に
よ
る
、
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
と
自
殺
防

止
の
取
り
組
み
を
推
進

【
母
子
保
健
対
策
】
▼
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
不
妊
治
療
費

助
成
制
度
の
開
始

【
市
民
病
院
】
▼
救
急
・
高
度

医
療
、
小
児
・
周
産
期
医
療
の

充
実
▼
中
期
経
営
計
画
の
取
り

組
み
を
進
め
、
地
域
基
幹
病
院

と
し
て
医
療
提
供
体
制
の
確
保

【
環
境
保
全
対
策
】
▼
千
歳
市

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
補
助
制
度
の

継
続
に
よ
る
、
ク
リ
ー
ン
な
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】
▼
総
合

武
道
館
や
市
民
球
場
な
ど
の
計

画
的
な
改
修

【
国
際
交
流
の
推
進
】
▼
国
際

理
解
を
深
め
る
情
報
提
供
の
充

実
▼
青
少
年
海
外
派
遣
研
修
事

業
な
ど
の
実
施
▼
国
際
感
覚
が

豊
か
な
人
材
の
育
成

【
姉
妹
都
市
と
の
交
流
】
▼
ア

ン
カ
レ
ジ
市
・
指
宿
市
が
持
つ

地
域
資
源
を
生
か
し
た
相
互
交

流
の
推
進

【
防
災
】
▼
大
規
模
災
害
な
ど

の
発
生
に
備
え
、
備
蓄
品
の
配

備
と
必
要
な
備
蓄
倉
庫
の
整
備

▼
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
育

成
支
援
▼
防
災
行
政
無
線
シ
ス

テ
ム
デ
ジ
タ
ル
化
の
構
築

【
消
防
】
▼
消
防
総
合
庁
舎
耐

震
設
計
の
実
施
▼
高
規
格
救
急

車
と
消
火
栓
の
更
新

【
住
宅
施
策
】
▼
市
営
住
宅
み

ど
り
団
地
３
号
棟
の
建
設

【
千
歳
川
流
域
の
治
水
対
策
】

▼
釜
加
地
区
の
堤
防
や
根
志
越

地
区
の
遊
水
地
に
つ
い
て
、
国

と
の
連
携
に
よ
る
整
備
の
促
進

【
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練

移
転
】
▼
訓
練
情
報
の
提
供
▼

国
に
協
定
の
順
守
を
求
め
る
要

望
▼
訓
練
移
転
が
継
続
さ
れ
る

場
合
、
再
編
交
付
金
の
交
付
期

間
延
長
の
取
り
組
み

【
航
空
機
騒
音
に
対
す
る
住
宅

防
音
工
事
の
促
進
】
▼
待
機

件
数
の
早
期
解
消
に
向
け
た
、

国
に
対
す
る
要
望
の
継
続

【
Ｃ
経
路
】
▼
東
４
線
道
路
補

修
の
着
手

【
北
千
歳
駐
屯
地
急
傾
斜
地
対

策
】
▼
国
と
の
連
携
に
よ
る
、

平
成
27
年
度
完
了
に
向
け
た
工

事
の
実
施

【
水
道
事
業
】
▼
浄
水
施
設
や

配
水
管
な
ど
の
計
画
的
な
更
新

▼
災
害
時
に
お
け
る
配
水
管
網

の
整
備
手
法
の
検
討
▼
経
営
の

健
全
化
に
よ
る
事
業
の
持
続
性

確
保

「
第
６
期
総
合
計
画
」
に
掲
げ
た
、
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
と

行
政
経
営
の
基
本
目
標
別
に
、
主
な
施
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主 

な 

施 

策

【
廃
棄
物
対
策
】
▼
使
用
済
小

型
家
電
製
品
の
回
収
継
続

【
集
団
資
源
回
収
】
▼
持
続
可

能
な
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向

け
た
安
定
的
な
運
営

【
ご
み
処
理
の
広
域
化
】
▼
道

央
廃
棄
物
処
理
組
合
に
よ
る
廃

棄
物
焼
却
施
設
の
建
設
候
補
地

選
定
の
協
力
を
継
続

【
霊
園
事
業
】
▼
従
来
の
３
霊

園
に
加
え
、
合
葬
式
墓
地
に
よ

る
お
墓
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

【
下
水
道
事
業
】
▼
合
流
改
善

に
必
要
な
幹
線
汚
水
管
敷
設
の

継
続
▼
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
震
災

対
策
事
業
の
継
続
▼
管
路
長
寿

命
化
計
画
の
策
定
に
着
手
▼
支

笏
湖
温
泉
地
区
と
千
歳
処
理
区

の
統
合
に
向
け
た
汚
水
管
敷
設

の
継
続
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っ
た
か
み
の
あ
る

　
　
　

地
域
福
祉
の
ま
ち

あ

　
　
　

と
地
球
に
や
さ
し
い

　
　
　

環
境
の
ま
ち 

人

　
　
　

全
で
安
心
し
て  

　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

安

　
　
　

び
の
意
欲
と
豊

　
　
　

か
な
心
を
育
む

　
　
　

教
育
文
化
の
ま
ち

学

　
　
　

力
あ
る
産
業
拠

　
　
　
　

点
の
ま
ち

活
【
農
業
の
振
興
】
▼
農
地
の
利

用
調
整
▼
経
営
所
得
安
定
対
策

や
経
営
体
育
成
支
援
事
業
の
実

施
▼
農
業
経
営
の
安
定
や
生
産

力
の
確
保
、
担
い
手
育
成
な
ど

の
展
開
▼
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
援
対
策
事
業
の
実
施
▼
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
農
産
物
直
売
所

な
ど
に
よ
る
地
産
地
消
の
取
り

組
み
▼
第
３
次
千
歳
市
農
業
振

興
計
画
の
見
直
し

【
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
】
▼
体
験
型
観
光
や
食
農

教
育
の
実
施
に
よ
り
、
市
民
が

農
村
地
域
の
景
観
や
食
と
農
の

魅
力
を
実
感
す
る
機
会
の
創
出

【
優
良
農
地
の
確
保
】
▼
土
地

改
良
事
業
の
推
進
▼
農
業
用
施

設
の
適
正
な
管
理
や
機
能
保
持

▼
地
域
の
共
同
活
動
の
支
援

【
林
業
の
振
興
】
▼
関
係
機
関

と
の
協
力
に
よ
る
健
全
な
森
林

の
整
備
と
維
持

【
支
笏
湖
産
ヒ
メ
マ
ス
】
▼
関

係
機
関
や
団
体
な
ど
と
の
連
携

に
よ
る
、
ふ
化
放
流
事
業
の
円

滑
な
実
施
▼
通
年
販
売
を
可
能

に
す
る
冷
凍
設
備
な
ど
の
購
入

▼
魚ぎ

ょ
し
ょ
う
醤
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

【
工
業
の
振
興
】
▼
道
央
地
区
を

中
心
と
し
た
自
治
体
、
関
係
機

関
や
市
内
の
民
間
企
業
な
ど
と

の
広
域
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

▼
自
動
車
・
機
械
金
属
関
連
産

業
と
の
取
引
企
業
を
対
象
と
し

た
企
業
立
地
動
向
調
査
の
実
施

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
積
極

的
な
情
報
発
信
に
よ
る
誘
致
活

動
の
展
開
▼
製
品
開
発
・
製
造

を
行
う
創
業
者
な
ど
へ
の
支
援

環境パネル展の様子

キウス周堤墓群

勇舞中学校で交流するアンカ
レジ市ミアーズ中学校の生徒

電子黒板での授業風景

平成 27 年度予算
 千歳のちから

｢伸
しんてん

展 ｣ 予算　



　

本
年
度
の
政
策
予
算
編
成
は
、

当
初
予
算
と
あ
わ
せ
て
、「
千
歳

の
ち
か
ら
『
伸
展
』
予
算
」
と

し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
、
３
７
５

億
７
，
６
７
６
万
３
千
円
と
な

り
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
、

１
１
億
６
，
６
８
８
万
５
千
円
、

3.2
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
公
営
企
業
会
計
の
総
額
で

は
、
前
年
度
予
算
の
1.0
パ
ー
セ

ン
ト
増
、
６
８
１
億
９
，
９
９
４

万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

事業名 予算額

コミュニティセンター施設整備事業 １億 4,210 万円

町内会館整備事業 4,500 万円

町内会館改修事業 2,165 万円

生活困窮者自立支援事業 1,362 万円

障がい者就労支援事業 873 万円

認定こども園事業 1億 268 万円

子育てコンシェルジュ事業 70 万円

児童館型地域子育て支援センター事業 986 万円

医療体制整備事業 1億 3,471 万円

休日夜間急病センター整備事業 2,936 万円

北陽小学校区学童クラブ新築整備事業 50 万円

事業名 予算額
北千歳駐屯地急傾斜地対策受託事業 2億 6,605 万円
総合福祉センター改修事業 1億 3,659 万円
公営住宅建替事業 (みどり団地 ) 7 億 5,980 万円
消防総合庁舎改修事業 1,480 万円
Ｃ経路舗装補修事業 3,256 万円
防災行政無線デジタル化整備事業 99 万円
防災備蓄倉庫整備事業 973 万円

事業名 予算額

千歳市交通戦略プラン策定事業 823 万円

新千歳空港整備事業 1億 3,642 万円

橋梁長寿命化対策事業 1億 3,120 万円

道路ストック整備事業 4,506 万円

グリーンベルト活性化事業 5,100 万円

事業名 予算額

国際交流事業 979 万円

学校活動支援事業 6,307 万円

小学校ＩＣＴ機器等整備事業 2,539 万円

小・中学校大規模改修事業 2億 4,836 万円

縄文遺跡群世界遺産登録推進事業 130 万円

国指定史跡整備事業 (キウス周堤墓群 ) 1,144 万円

新給食センター整備事業 24 万円

事業名 予算額

経営安定化対策事業 6,554 万円

多面的機能支払事業 5,535 万円

企業誘致推進事業 1,121 万円

商業等活性化事業 1,146 万円

観光ＰＲ事業 1,177 万円

観光スポーツ連携事業 339 万円

道の駅リニューアル事業 2億 4,750 万円

若者・女性等就職サポート事業 51 万円

人

活

都

安

事業名 予算額

自衛隊体制強化要望活動事業 123 万円

市民協働推進事業 720 万円

市役所本庁舎改修事業 624 万円

第２庁舎建設事業 1,879 万円

【
新
千
歳
空
港
】
▼
北
海
道
や

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
国

内
外
の
航
空
路
線
の
維
持
・
拡

充
お
よ
び
空
港
機
能
の
強
化
な

ど
、
国
際
拠
点
空
港
化
の
推
進

【
道
路
整
備
】
▼
33
号
通
な
ど

の
計
画
的
な
改
良
工
事
▼
鉄
北

通
の
千
歳
駅
東
口
か
ら
栄
通
区

間
の
歩
道
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
▼

仲
の
橋
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
▼

仲
の
橋
と
向
陽
橋
の
修
繕
工
事

の
継
続
▼
平
和
橋
の
修
繕
工
事

に
着
手

【
道
路
の
維
持
管
理
】
▼
道
路

ス
ト
ッ
ク
総
点
検
結
果
に
基
づ

く
維
持
管
理
と
施
設
の
長
寿
命

化
、
計
画
的
な
改
修
・
更
新

【
道
央
圏
連
絡
道
路
】
▼
早
期

完
成
供
用
に
向
け
た
国
へ
の
整

備
促
進
の
要
望
▼
道
道
泉
沢
新

千
歳
空
港
線
の
４
車
線
化
と
延

伸
に
つ
い
て
、
北
海
道
や
「
関

係
団
体
な
ど
と
連
携
し
た
事
業

化
の
促
進

【
交
通
政
策
】
▼
千
歳
市
交
通

戦
略
プ
ラ
ン
の
策
定
に
よ
る
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

【
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
】
▼
旅
人

の
森
の
再
整
備
▼
千
歳
川
や
マ

マ
チ
川
周
辺
の
河
川
緑
地
と
連

続
し
た
水
辺
環
境
の
整
備

市民協働による
自主自立の行政経営

【市提案型協働事業】

　新たに協働化テストの
要素を取り入れた市提案
型協働事業など、10 事業
の協働事業を実施します。

【市民協働プロモーション事業】
　自主防災支援事業 ｢み
んなでつくる災害に強い
まちづくり ｣事業を含め
た７事業を継続します。

【市民協働サポート事業】
　「こども環境教室」と
「ちとせ・まち魅力検定」
の２事業を継続します。

【市民の参加によるまちづくり】
　広報ちとせや市ホーム
ページなどにより市政に
関する情報提供や市長へ
の手紙・ポストなど、さ
まざまな方法により把握
した市民の意向を市政に
反映します。

【 市 役 所 本 庁 舎 】
　建物の強度不足や相談
窓口などの狭

きょうあいか

隘化、災害
時の防災拠点機能の充実
などの課題を解決し、市
民サービスの充実を図る
ため、第２庁舎の建設お
よび本庁舎の耐震化に向
けた取り組みを進めます。

【千歳市史の編さん】
　市制施行 60 周年とな
る平成 30 年度を目途に
「通史編（下巻）」を刊行
するため、編さん委員会
を立ち上げるなどの準備
を進めます。

平成 27 年度

　第６期総合計画に掲げた ､６つのまちづくり
の基本目標と行政経営の基本目標別の主要な施
策のうち、重点施策に掲げている事業予算につ
いてお知らせします。

主要な施策と伸展予算

記事のお問い合わせ
　　　　　　　　　企画課企画調整係

　　　　　　　　　　(24)０４３９

　　予算について　財政課財政係　　　　

　　　　　　　　　　(24)０５４１

6広報ちとせ 平成 27(2015) 年７月号7 広報ちとせ 平成 27(2015) 年７月号

事業名 予算額

エコチャレンジ補助事業 251 万円

行政経営の
基本目標

　
　
　

市
機
能
が
充
実

　
　
　

し
た
ま
ち

都

原
材
料
価
格
や
人
件
費
な
ど
の

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
対
応
す
る
融

資
制
度
の
周
知
な
ど
▼
商
工
会

議
所
や
金
融
機
関
と
の
連
携
に

よ
る
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り

に
伴
う
負
担
軽
減
の
促
進

【
観
光
振
興
】
▼
千
歳
市
観
光

振
興
計
画
の
後
期
施
策
見
直
し

な
ど
▼
観
光
ガ
イ
ド
の
全
面
改

訂
と
英
語
版
の
作
成
▼
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
た
国
内

外
の
展
示
会
出
展
や
海
外
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

【
道
の
駅
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
千

歳
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
】
▼

８
月
８
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

▼
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
で
市
内
の

観
光
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の

発
信
▼
地
元
食
材
を
生
か
し
た

レ
ス
ト
ラ
ン
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
、

物
販
コ
ー
ナ
ー
、
農
産
物
直
売

所
、
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
併
設
▼
キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
の
整
備

【
サ
ケ
の
ふ
る
さ
と
千
歳
水
族
館
】

▼
道
の
駅
と
同
時
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
▼
道
の
駅
と
の
共

同
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
連
携

の
強
化

【
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
大
会
の
誘

致
】
▼
合
宿
や
大
会
な
ど
の
積

極
的
な
誘
致
活
動
に
よ
る
交
流

人
口
の
拡
大

【
雇
用
】
▼
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
雇
用
情
報
セ
ン
タ
ー

活
動
な
ど
の
展
開
▼
人
材
を
確

保
す
る
た
め
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

事
業
の
充
実
▼
女
性
の
就
業
機

会
創
出
、
若
年
者
の
就
労
意
識

形
成
の
取
り
組
み

【
立
地
企
業
】
▼
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
や
各
種
助

成
制
度
の
活
用
、
販
路
開
拓
の

支
援
▼
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
、
産
学
官
連
携
の
推
進
に
よ

る
地
域
内
経
済
の
循
環
促
進

【
ホ
ト
ニ
ク
ス
バ
レ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
】
▼
千
歳

科
学
技
術
大
学
の
学
術
研
究
機

能
を
最
大
限
に
生
か
し
た
産
学

官
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
の
推

進
▼
研
究
開
発
支
援
機
関
な
ど

の
事
業
を
活
用
し
た
、
新
製
品

の
創
出
や
新
技
術
の
開
発
な
ど
、

企
業
活
動
の
支
援

【
商
業
の
振
興
】
▼
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
開
催
や
次
世
代
を
担
う

人
材
の
育
成
、
空
き
店
舗
の
利

用
促
進
支
援
▼
国
の
交
付
金
を

活
用
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
▼
平
成
28
年
度
を

開
始
期
と
す
る
新
た
な
商
業
振

興
プ
ラ
ン
づ
く
り

【
中
小
企
業
に
対
す
る
経
営
支

援
】
▼
市
の
中
小
企
業
振
興
融

資
制
度
の
条
件
緩
和
の
継
続
▼

新千歳空港

道道泉沢新千歳空港線

千歳ＪＡＬ国際マラソン

サケのふるさと千歳水族館に新設する水槽などのイメージ図

市政執行方針
について

市　　民協働による自主自立の行政経営

　　市機能が充実したまち

　　力ある産業拠点のまち

　　びの意欲と豊かな心を育む教育文化のまち

　　全で安心して暮らせるまち

　　と地球にやさしい環境のまち

あ　　ったかみのある地域福祉のまち

主 
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策

学




